
中央大学・文学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６４１

基盤研究(A)（一般）

2020～2018

過敏性を通じた発達障害や認知症の連続的理解

Understanding of the continuum between developmental disabilities and dementia 
from viewpoint of hypersensitivity

９０４２１８３３研究者番号：

緑川　晶（Midorikawa, Akira）

研究期間：

１８Ｈ０３６６３

年 月 日現在  ４   ６ １３

円    28,300,000

研究成果の概要（和文）：発達障害のみならず脳の器質的な障害において高い頻度で且つ様々な感覚領域で感覚
の過敏性と鈍磨の問題が生じていることが明らかとなった。自閉スペクトラム症に対する脳機能研究からは、抑
制の低下による過剰な興奮が背景にある可能性が示唆された。定型発達者における研究からは、恐怖症や依存症
なども過敏性を基軸として理解できる可能性が示唆された。感覚の過敏性は環境の調整によって不快感が低減さ
れることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：High frequency of sensory hypersensitivity occurred not only in functional 
brain disorders, but also in organic brain disorders. Functional brain studies in autistic spectrum 
disorders revealed that the background to irritability was reduced brain inhibition leading to 
overexcitability. Research with typically developing individuals suggested that phobias and 
addictions could also be understood within the framework of hypersensitivity. Sensory 
hypersensitivity can be reduced by adjusting the environment to reduce discomfort. Translated with 
www.DeepL.com/Translator (free version)
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
感覚の過敏性は脳の機能的な障害である発達障害で生じることはこれまでも知られていたが、本研究からは脳の
器質的な障害においても広範にかつ様々な感覚領域で生じることが明らかとなり、潜在的には多くの人々が感覚
の過敏性に悩まされていると推測され、その理解とともに環境性などの対処が必要であると言える。また、これ
まで過敏性としては理解されていなかった恐怖症や依存症も過敏性を軸とすることで、その理解や対処について
の端緒となると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 認知症は「通常、慢性あるいは進行性の脳疾患によって生じ、記憶、思考、見当識、理解、計
算、学習、言語、判断等多数の高次脳機能の障害からなる症候群」（ICD-10）と定義されるよう
に、神経疾患を背景に認知機能の不可逆的な低下を示す病態である。ただ、認知症の患者に認め
られる症状は複合的で、神経疾患を直接的な背景とした認知機能障害に加え、「物盗られ妄想」
や「徘徊」など、一般に知られている症状も含まれている。これら認知症にともなう心理症状や
行動異常は「周辺症状」あるいは「認知症の行動・心理症状：behavioral and psychological symptoms 
of dementia (BPSD)」と呼ばれている。認知症を対象とした神経心理学的な研究は、心理学の基礎
研究や社会的な関心の影響によって、これまではエピソード記憶や意味記憶、あるいは遂行機能
などの認知機能障害に焦点が当てられ、健常老化と認知症との鑑別とともに早期発見に注力さ
れてきた。一方で、BPSD の理解に対する神経心理学的なアプローチは限定的で、認知機能検査
との関連については検討されてはいるが、その本質的な理解には結びついていなかった。そのよ
うな中で、申請者らは認知症には過敏性の亢進が生じていることを明らかにし、その変化が
BPSD にも影響する可能性を示してきた。なお、感覚の過敏性は外傷などを起因とする高次脳機
能障害でも認められ、不適応とも関連することが報告されている（Bohnen, et al., 1992）。したが
って、認知症に限らず脳の器質的な変化が過敏性に関与すると考えられ、本人や周囲の生活にも
影響していると考えられる。 
 申請者らが明らかにした認知症における過敏性の変化には（発症後より）「眩しさを訴えるよ
うになった」、「大きな音を嫌悪するようになった」などの視覚や聴覚などの知覚レベルでの変化
もあれば、「モノが整理され順序通りになることを好むようになった」など認知レベルでの変化
が確認された。知覚レベルでの過敏性の問題は発達障害、特に自閉スペクトラム症（autistic 
spectrum disorder: ASD）においては既に知られていた特性で、過敏性の評価から診断に役立てる
感覚プロファイル尺度としても応用されている。また順序性など認知レベルでの過敏性も ASD
者の特徴「反復的行動および限定された興味」の一つである（Rodriguez, et al., 2013）。このよう
に過敏性の亢進を軸に発達障害と認知症の双方の特性を見直すと、多くの共通点を見いだすこ
とができる。また ASD 者の特徴を評価する質問紙を実施すると、発達障害とは見なされない一
般的な人 （々定型発達）とのあいだに連続性が存在することが知られている（Russell, et al., 2015）。
すなわち定型発達の人々においても、潜在的には過敏性が存在する可能性が想定される。一方、
対象間相互の関係性は明らかではない。 
 
２．研究の目的 
 過敏性の亢進は、発達障害を始めとして認知症／高次脳機能障害、さらには一般の人 （々定型
発達）に認められ、それぞれの不適応にも通じる状態であるが、これまで一元的に理解されるこ
とは無かった。そこで本研究は「発達障害と認知症／高次脳機能障害、あるいは発達障害と定型
発達の人々とのあいだに過敏性を軸とした連続性が存在するのであろうか？」という問いを出
発点とし、①対象ごとの過敏性の理解を深め、②対象間の関連性や相違点を顕在化させ、③過
敏性の軽減手法を探ることを目的とした研究である。 
 
３．研究の方法 
 1）高齢者における認知機能と情動認知機能の検討：認知症患者では認知機能の低下に反して
情動認知が上昇することが報告されている。本研究では軽度の認知機能低下を示す一般の高齢
者を対象に、情動認知機能を検討した。若年群は 26名（平均年齢 20.9歳）高齢群は 30名（平
均年齢 71.6 歳）を対象に、顔弁別、顔マッチング、情動マッチング、情動選択の各課題を行っ
た。 
 2）脳の器質的な障害による過敏性の検討：脳の器質的な変化が過敏性に与える影響を検討す
るため、脳腫瘍を発症してからの変化と腫瘍摘出術の前後の感覚の変化に関する主観的な報告
を求めた。対象は脳腫瘍の摘出術を受ける 68名（平均年齢 61.2歳）の患者で、病変部位は前頭
葉 26名、頭頂葉 18名、側頭葉 16名、小脳 15名、後頭葉 3名、その他 5名であった。これらの
対象者に visual analogue scale (VAS)を用いて①発症前と比較した感覚 5領域（視覚、聴覚、体性
感覚、嗅覚、味覚）の変化、②術後に術前と比較した感覚 5領域の変化を評定させた。 
 3）発達障害者の過敏性の検討：刺激の時間的側面に関する処理精度を評価するために、時間
順序判断課題を用いた。触覚の時間順序判断では、左右の指先に順番に触覚刺激を提示し、実験
参加者はそのどちらが後であったかをボタン押しで回答する。視覚の時間順序判断では、画面中
央の注視点の左右に視覚刺激を提示し、どちらが後であったかを回答した。fMRI による脳活動
の計測は、触覚の時間順序判断課題遂行中に行った。MRS の計測は安静状態で行い、両側の視
覚野をコントロールとし、左感覚運動野、左補足運動野、左腹側運動前野を含めた計 4 か所を関
心領域（ROI）として設定した。感覚過敏の程度は自己記入式の質問紙である青年・成人版感覚
プロファイルを用いた。 



 

 

 4-1）定型発達者の過敏性①スペクトラムとしての理解：ASD 者で示されている体性感覚（温
度感覚）の感覚特性が一般大学生における ASD 特性と関連するか明らかにすることを目的に、
大学生および大学院生 41名を対象に質問紙調査と体性感覚に関する実験を行った。質問紙につ
いては、AQ日本語版自閉症スペクトラム指数，AASP青年・成人感覚プロファイル，STAI 状態・
特性不安検査を実施し、その後に非利き手の前腕部，母指球，首元の 3箇所で温度感覚閾値検出
課題を行った。 
 4-2）定型発達者の過敏性②報酬に対する過敏性の検討：一般成人の中でギャンブル依存傾向
が高い人々は報酬に対する過敏性が生じているのではないかと考え、ギャンブル経験のある協
力者 100名に対して、ギャンブル依存傾向が高い協力者 22名（高ギャンブル群）と低い協力者
22 名（低ギャンブル群）を抽出し、アイトラッカーによる視線と瞳孔径の計測を伴うギャンブ
ル課題と、提示された画像を思い出す判断課題を実施した。 
 4-3）定型発達者の過敏性③ドットパターンに対する恐怖反応としての過敏性：トライポフォ
ビアとして知られるドットパターンに対する恐怖反応を測定するために、心理的・生理的反応の
時間的変化を定量的に評価する実験を行った。 
 5）発達障害や認知症の神経機構を明らかにするための技術開発：fMRI実験で得られる脳活動
や脳部位間の機能的な連携と，拡散協調 MRI像(diffusion tensor imaging: DTI)の解析で得られる
脳領域間の構造的な神経接続の両面から，脳神経ネットワークの状態を解析する手法の研究を
行った． 
 6）感覚過敏に関する文化差の検討：日本と中国のデザインの学生を対象に、感覚過敏に関す
る質問紙調査を行った。 
 7）感覚過敏に関する環境調整：バーチャルリアリティ（ＶＲ）を用いてダイニングルームの
壁紙の色や模様に対する好みを評価する実験を感覚過敏者およびコントロール群を対象に実施
した。 
 
４．研究成果 
 1）高齢者における認知機能と情動認知機能
の検討：若年と比較すると高齢者の情動認知の
成績が低下することが明らかであった。一方
で、多変量解析の結果、高齢者における表情認
識の成績が認知機能の低下によって説明可能
であった。すなわち、高齢者においては情動認
知の感度の背景として認知機能（言語機能）の
低下が影響する可能性が考えられた（Ochi and 
Midorikawa, 2021）。 
 2）脳の器質的な障害による過敏性の検討：
対象者の 66％で脳腫瘍発症後に感覚の変化を、
31％では複数領域の変化を訴えていた。過敏性
は視覚領域で多く、鈍麻は聴覚、体性感覚、味
覚で多く認められた（右図）。術後の変化も認
められ、各領域で 4〜12％の頻度で過敏／鈍麻
のいずれでも生じることが明らかとなった。こ
のように感覚の過敏性は慢性変化と急性変化
の両方で一定の頻度で生じることが明らかとなったが、感覚領域や方向性は一定ではないこと
が確認された。なお、視覚領域については、過敏／鈍麻の程度が年齢と反比例の関係であり（r 
= -.70）、年齢が増加するに従って過敏性から鈍麻に移行することが示された（Ochi et al., under 
review）。 
 3）発達障害者の過敏性の検討：触覚の時間順序判断の精度が高い ASD 者ほど感覚プロファイ
ルにおける感覚過敏に関する項目の得点が高かった（Ide, et al., 2019）。一方、触覚刺激の検出閾
は感覚過敏の得点と関係せず、ASD 特性を評価する ADOS-2 の常同行動の項目との関係が見ら
れた。一名の ASD 者ではわずか 6ミリ秒の時間差の刺激の順序判断を正確に行うことができた
（平均 60ミリ秒程度）（Ide, et al., 2020）（図 1）。この当事者が課題遂行中の脳活動を fMRI で解
析したところ、左上側頭回と左腹側運動前野（vPMC）で強い脳活動が見られた。vPMC は先行
研究でも時間順序判断に特異的に活動する部位として報告されているため、vPMC の神経活動の
抑制に関わる GABA の低下が、感覚過敏に関係することが推測された。したがって、MRS を用
いて同脳部位の GABA濃度を計測した（Umesawa, et al., 2020）。その結果、vPMC の GABA濃度
が低い ASD 者ほど、感覚プロファイルにおける感覚過敏に関する得点が高いことが示唆された。 
 感覚過敏をもつ ASD 当事者はしばしば不安によって感覚過敏の状態が強まると報告する。し
たがって、不安が刺激の時間分解能に及ぼす影響を検討した（Chakrabarty, et al., 2021）。視覚の
時間順序判断を行う直前に嫌悪を表した顔画像を瞬間的に提示した。その結果、ASD 者では嫌
悪顔の提示直後に視覚の時間分解能が向上することが明らかになった。また、質問紙の STAI で
評価した状態不安の得点が高い ASD 者ほど、嫌悪顔提示による時間分解能の向上の程度が大き
いことが示唆された。 



 

 

 以上の研究成果から、ASD 者の感覚過敏には刺激の時間的処理側面に関わる脳部位が関与し、
その抑制の低下による過剰な興奮が背景にある可能性が示唆された。また、不安を高める刺激を
提示することによって ASD 者の時間分解能が向上したことから、扁桃体を始めとする情動系の
回路が感覚過敏の神経相関に含まれる可能性が考えられ、自律神経の不調との関連性も想定さ
れる。この点については引き続き検討を行う必要があると考える。 

 4-1）定型発達者の過敏性①スペクトラムとしての理解：質問紙からは、ASD傾向の高い定型
発達者においても ASD 者と同様の感覚非定型性があることが確認されたが、実験からは、体性
感覚（温度感覚）の検出閾値と個人内変動については差が見られなかった。体性感覚の特性につ
いては ASD の診断を受けているものと ASD 傾向が高いが診断されない人々とのあいだには差
異があると考えられる（Suzuki, et al., in prep）。 
 4-2）定型発達者の過敏性②報酬に対する過敏性の検討：瞳孔径のデータからは、高ギャンブ
ル群では、罰を受けた際や、報酬を受けた後にノルアドレナリン神経系を反映する瞳孔の拡大が
みられるのに対し、低ギャンブル群ではそのような反応がみられず、高ギャンブル群は、罰を受
けること自体や報酬を受けた後に次の報酬への期待が高まることで、交感神経の興奮が高まる
可能性があることが示された（Shigemune and Midorikawa, under review）。 
 4-3）定型発達者の過敏性③ドットパターン
に対する恐怖反応としての過敏性：ドットパ
ターンが顔の表面に密着して見える時の方が
ドットパターンと顔の間に隙間があるように
見える時よりも被験者が強い嫌悪感を感じた
ことから、皮膚病の記憶がドットパターンに
対する嫌悪感の一部を説明するという仮説が
支持された(Song, et al., 2019)。また、顔にドッ
トパターンを描いた画像に対する瞳孔径反応
を調べたところ、瞳孔径の収縮と拡大の両方
が認められたことから、顔にドットパターン
を描いた画像を閲覧中は副交感神経と交感神
経が交互に優位になっている可能性が示唆された(Song, et al., 2020)。 
 5）発達障害や認知症の神経機構を明らかにするための技術開発：脳神経ネットワークの状態
を解析する手法の研究を行った結果，抑制制御を司る脳部位間の機能的ネットワークと構造的
ネットワークの類似性を示した。 
 6）感覚過敏に関する文化差の検討：文化差を検討した結果、日本と中国のいずれの国のデザ
インの学生とも視覚および聴覚の過敏に悩む学生の割合が他の感覚よりも多いという共通の傾
向が見られた。しかし、対処方法については両国で違いが見られ、日本の学生では我慢するとい
う回答が多く見られたのに対し、中国の学生では原因から逃れるという回答が多く見られた
（Zhang, et al., under revision）。 
 7）感覚過敏に関する環境調整：
感覚過敏者は青味のある色彩を好
むという先行研究の報告と一致し
た傾向が見られたものの、感覚過
敏者ではコントロール群と比べて
好みのばらつきが大きいという結
果が得ら れ た (Su et al., under 
review)。さらに、感覚過敏の学生が
大学内で休憩するためのスペース
のデザインについても検討を行っ
た(小山, 2022)。デザイン・建築の
学生で先行事例の調査や専門家を
対象にしたインタビュー調査を行



 

 

い、デザイン案の提案を行った。複数のデザイン案をもとに当事者学生とオンラインディスカッ
ションを行うことによって、デザイン要件の絞り込みを行うことができた。今後は今回の研究成
果をもとに実際の休憩室のデザインを行う。 
 なお、研究テーマの推進のために、最終年度に日本心理学会における公募シンポジウム「過敏
性研究の諸相」と中央大学人文科学研究所主催のシンポジウム「脳機能亢進の科学」を開催した。 
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